
【事前課題】
・各国におけるノンフォーマル教育の現状に関するカントリーレポートの作成
【講義】
・日本と海外におけるNFE実践の現状と課題
・日本におけるNFE行政システム
・女児・女性に対する教育の推進
・日本における生涯学習の現状
【視察】
・通常小学校
・フリースクール
・公民館
【アクションプラン】
・アクションプランの作成・発表
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英語
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本邦研修期間

JICA東北

調整中

【案件目標】
各国で目指すべきノンフォーマル教育の姿を明確にし、その実現に向けた方策が提案される。

【成果】
① 参加国のノンフォーマル教育に係る課題が整理される。
② 日本の生涯学習の理論と実践について理解し、説明できる。
③ 自国におけるノンフォーマル教育推進のための改善策が提案される。

目標／成果

内　容

【対象組織】
①教育省および教育研究所のノンフォーマ
ル教育担当者
②教員養成校のノンフォーマル教育担当者
③大学の研究者（ノンフォーマル教育分野
）

【対象人材】
ノンフォーマル教育における職務経験原則
５年以上。現在のポジションでの在職期間
1年以上。

対象組織／人材

ノンフォーマル教育の推進
Promotion of Non-Formal Education
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対象国の条件：

副分野課題：

日本では、格差による貧困、いじめによる不登校や外国籍児童など、様々な理由から学校に通えない子どもに対し、ノンフォーマル教育を
通じた支援を提供している。また生涯学習は国民の自発的な取り組みが花開き、民間セクターの成長をはじめ「教育産業」として大きく成
長している。本研修では、ノンフォーマル教育及び生涯学習発展のための行政および民間の取り組みについて見識を深め、自国の制度や仕
組みの改善策を立案する。
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